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日は、敬老の日を迎えるにあたり、　本日
らお喜び申し上げます。日頃より心か
の先輩として絆を深め、支え合う地域の
に対しまして、深く感謝申し上げ姿勢
。皆さまお一人おひとりの温かいます。
援とご協力があってこそ、池田町ご支援
して暮らせるやさしい地域社会とは安心し
っております。して成り立っ

示す大切な日であります。私たち　敬老の日は、高齢者の皆さまへの感謝と敬意を示
行政も、この日を契機に、皆さまの長寿と健康を願い、その尊い人生に敬意を表する
とともに、更なる福祉向上に努めてまいる所存です。

　今年は池田町が町制施行110周年、合併70周年という記念すべき節目の年でもあり
ます。町では、「健康長寿のまちづくり」を基本理念として、多彩な施策を推進して
おります。具体的には、高齢者がいつまでも元気で自立した生活を送れるよう運動教室
や栄養指導などの健康促進活動を積極的に展開し、高齢者が生きがいと喜びを持ちな
がら暮らせる環境づくりにも力を入れています。さらには、移動が困難になった場合
に備えて、今後デマンド型バスの試行運転など公共交通の充実を図ってまいります。

　今後とも、私たちは高齢者の皆さまが誇りと喜びを持って暮らせる社会づくりに
まい進してまいりますので、引き続き皆さまのお知恵とご協力、ご理解を賜ります
ようお願い申し上げます。

　最後になりましたが、この特別な日にあたり、
ご高齢者の皆さまとそのご家族、ご関係者の方々
に心より感謝申し上げるとともに、一層健やかで
幸多き日々となりますことをご祈念申し上げます。

     令和７年９月15日
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令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
で
「
令
和
７
年
国
勢

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯

を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
社

会
福
祉
、
雇
用
、
環
境
整
備
、
災
害
対
策
な
ど
を
は

じ
め
と
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し

て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
民
間
企
業
等
に
お
い
て
も
、

様
々
な
分
野
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。 

◆ 

調
査
の
対
象

令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
む
す
べ

て
の
人
と
世
帯
（
外
国
人
の
方
も
含
む
）
が
対
象
で

す
。
住
民
票
な
ど
の
届
出
場
所
に
関
係
な
く
、
ふ
だ

ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆ 

調
査
の
方
法

９
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
を
訪

問
し
、
調
査
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
調
査
書
類
は
対
面
で
お
渡
し
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
が
、
ご
不
在
の
場
合
は
郵
便
受
け
や

ド
ア
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
な
ど
し
て
お
配
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

回
答
方
法
は
次
の
い
ず
れ
か
か
ら

お
選
び
く
だ
さ
い
。

１
．
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　
　

回
答
す
る

２
．
紙
の
調
査
票
を
郵
送
で
提
出
す
る

３
．
紙
の
調
査
票
を
調
査
員
へ
提
出
す
る

◆ 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

統
計
法
で
は
、
調
査
対
象
者
が
安
心
し
て
調
査

票
に
記
入
い
た
だ
け
る
よ
う
、
調
査
員
を
は
じ
め
と

す
る
調
査
関
係
者
に
対
し
て
、
調
査
内
容
を
厳
重
に

保
護
す
る
こ
と
を 

定
め
て
い
ま
す
。

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
の
作
成
に
関
連

す
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

か
た
り
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

国
勢
調
査
を
装
っ
た
詐
欺
や
不
審
な
調
査
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
で
は
、
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
銀
行
口
座
の
暗
証
番
号
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。

世
帯
を
訪
問
す
る
調
査
員
は
顔
写
真
付
き
の
調

査
員
証
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思
わ

れ
た
際
は
総
務
課
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
係
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
国
勢
調
査

２
０
２
５
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

　

https://w
w
w
.kokusei2025.go.jp/

【
問
い
合
せ
先
】

　

総
務
課 

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

回
答
は
か
ん
た
ん
便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン
で
！

回
答
は
か
ん
た
ん
便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン
で
！

    

令
和
７
年
国
勢
調
査
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
７
年
国
勢
調
査
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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　予防接種とは、病気に対する免疫力をつけ感染症の発症や重症化を防ぐことです。さらに、集団免疫の形
成により、社会全体の感染症リスクを低減することも目的とされています。

１　対象者（年齢は接種日時点）
① 65 歳以上の方
② 60 ～ 64 歳で、心臓、じん臓若しくは呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活
を極度に制限される方（概ね、身体障害者障害程度等級１級に相当します）

③ 60 ～ 64 歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、日常生活が
ほとんど不可能な方（概ね、身体障害者障害程度等級１級に相当します）

２　個人負担額　■インフルエンザワクチン　1,200 円
　　　　　　　　■新型コロナワクチン　　　3,800 円
　　　　　　　　※接種時に、医療機関でお支払いください。
　　　　　　　　※補助を受けられる回数は、1つの年度につき、1回のみです。

３　接種期間　　■インフルエンザワクチン　令和７年 10月 1日（水）から令和 8年１月31日（土）まで
　　　　　　　　■新型コロナワクチン　　　令和７年 10月 1日（水）から令和８年 3月 31日（火）まで

４　予防接種の予診票について
　◎大北（大町市、北安曇郡）の医療機関で接種する場合
　　予防接種を受ける医療機関で、予診票を受け取ってください。
　◎大北以外の医療機関で接種する場合
　　健康福祉課窓口（総合福祉センター　内）で、予診票を受け取ってください。
　  （９月 26 日（金）から配布します）

※医療機関で、接種費用の全額を支払った場合
　健康福祉課の窓口での申請により、接種費用から個人負担額を控除した金額が支払われます。

　〇申請に必要なもの　領収書原本、予診票２枚目、印鑑、振込先口座がわかるもの
　〇申請期限　■インフルエンザワクチン　令和８年 2月 6日（金）
　　　　　　　■新型コロナワクチン　　　令和８年４月３日（金）

１　対象者　　就学前の乳幼児（※インフルエンザの予防接種は、任意接種です）

２　補助金額　1人あたり、1,000 円

３　接種期間　令和７年 10 月１日（水）から令和８年１月 31 日（土）まで

４　予防接種の予診票について
　　健康福祉課の窓口で、専用の予診票を受け取ってください。
　   （９月 26 日（金）から配布します）

５　申請手続きについて
　　予防接種後、健康福祉課の窓口で申請手続きをしてください。後日、指定口座に補助金額が支払われます。

　　〇申請に必要なもの　領収書原本、予診票２枚目、印鑑、振込口座がわかるもの
　　〇申請期限　令和８年２月６日（金）

【問い合せ先】健康福祉課　健康増進係　℡ 61-5000

インフルエンザ、新型コロナワクチン予防接種のインフルエンザ、新型コロナワクチン予防接種の
各費用の一部補助を実施します各費用の一部補助を実施します

高齢者を対象とした補助（インフルエンザ、新型コロナワクチン）

 乳幼児（就学前）を対象とした補助（インフルエンザワクチン）
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調
整
給
付
金
（
不
足
額
給
付
）
の
支
給
対
象
者
と
な
る
方
に
は
、
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
（
支
給
対
象
者
等
に
つ
い
て
は
広
報
い
け
だ
８

月
号
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

《
不
足
額
給
付
１
の
対
象
者
》

１　

当
町
で
口
座
を
把
握
し
て
い
る
対
象
者

　

「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
を
発
送
し
ま
し
た
。
記
載
さ
れ
て
い
る
口
座

へ
の
振
込
で
問
題
な
け
れ
ば
、
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２　

当
町
で
口
座
を
把
握
し
て
い
な
い
対
象
者

　

「
支
給
確
認
書
」
を
発
送
し
ま
し
た
。
振
込
を
希
望
す
る
口
座
情
報

な
ど
を
記
載
し
て
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

《
不
足
給
付
２
の
対
象
者
》

「
申
請
書
」
を
発
送
し
ま
し
た
。
振
込
を
希
望
す
る
口
座
情
報
な
ど
を

記
載
し
て
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

《
返
送
期
限
》

「
支
給
確
認
書
」
「
申
請
書
」
の
返
送
期
限
は
令
和
７
年
10
月
31
日

（
金
）
で
す
。
支
給
を
希
望
す
る
場
合
は
必
ず
返
送
が
必
要
で
す
。
期

限
ま
で
に
返
送
が
な
い
場
合
に
は
支
給
を
辞
退
し
た
と
み
な
し
ま
す
。

《
支
給
時
期
》

　

受
給
者
に
は
支
給
決
定
通
知
書
を
送
付
後
、
令
和
７
年
９
月
30
日

（
火
）
か
ら
順
次
支
給
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　

課
税
係　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
給
付
金
の
受
給
に
あ
た

り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
手
数
料
の
振
り
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、
自
宅
や
職
場
な
ど
に
行
政

や
警
察
な
ど
の
職
員
を
か
た
る
不
審
な
訪
問
や
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、

大
町
警
察
署
（
℡
（
２
２
）
０
１
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
方
へ
の

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
方
へ
の

調
整
給
付
金
（
不
足
額
給
付
）
に
つ
い
て

調
整
給
付
金
（
不
足
額
給
付
）
に
つ
い
て

道
路
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
お
願
い

道
路
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
お
願
い

　

個
人
所
有
地
か
ら
道
路
へ
草
木
が
張
り
出
し
、
通
行
の
支
障
、
見

通
し
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

特
に
交
差
点
付
近
で
の
草
木
の
張
り
出
し
は
、
見
通
し
の
妨
げ
に

よ
っ
て
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
草
木
が
原
因
で
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
所
有
者

や
土
地
管
理
者
が
法
的
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
・
土
地
管
理
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
道
路
際
の
樹
木
の
剪
定

や
畦
畔
の
草
刈
り
な
ど
、
道
路
の
安
全
確
保
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
強
風
や
降
雨
な
ど
に
よ
り
倒
木
や
枝
折
れ
が
発
生
し
、
道

路
通
行
の
妨
げ
に
な
る
場
合
は
、
緊
急
措
置
と
し
て
道
路
管
理
者
に

お
い
て
処
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

【
問
合
せ
先
】
建
設
水
道
課　

建
設
係　

℡
（
６
２
）
３
１
３
０

【今一度チェックをお願いします】

①車道、歩道に草木が張り出していないか

②道路の見通しの障害になっていないか、
カーブミラーや標識を隠していないか

③道路への倒木の恐れがないか、折れた枝
が道路に散乱していないか
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《移住希望者のニーズと現状》《移住希望者のニーズと現状》
　この町に魅了され、　この町に魅了され、

い合わせい合わせがあります。新築、中古住宅、アパート、公営住宅、いろいろな住まいがあります。新築、中古住宅、アパート、公営住宅、いろいろな住まい

の形態はありますが、の形態はありますが、

宅を購入するのは勇気がいるけど、都会暮らしと同じようなアパートではなく、宅を購入するのは勇気がいるけど、都会暮らしと同じようなアパートではなく、

戸建ての賃貸住宅に住みたい！」と思っている方、実はたくさんいます。戸建ての賃貸住宅に住みたい！」と思っている方、実はたくさんいます。

　しかし、　しかし、戸建ての賃貸住宅が圧倒的に不足しています戸建ての賃貸住宅が圧倒的に不足しています。「池田町の魅力は伝わ。「池田町の魅力は伝わ

ったけど、住む家がないと移住できないよぉ・・」という移住希望者の心の声がったけど、住む家がないと移住できないよぉ・・」という移住希望者の心の声が

聞こえてきそうです。聞こえてきそうです。

《賃貸物件の課題》《賃貸物件の課題》
　事実、空き家バンクを運用していても、大半は「売却」であり、「賃貸」をご　事実、空き家バンクを運用していても、大半は「売却」であり、「賃貸」をご

希望される所有者の方は非常に少ないです。希望される所有者の方は非常に少ないです。

その理由として、その理由として、

・どう改修したらいいのか分からない　・家の中に荷物がたくさん・どう改修したらいいのか分からない　・家の中に荷物がたくさん

・改修・片付け費用が捻出できない　　・本当に借り手はいるのだろうか？・改修・片付け費用が捻出できない　　・本当に借り手はいるのだろうか？

・家賃滞納とかあったらどうしよう　・家賃滞納とかあったらどうしよう　　　・遠くに住んでいて管理なんかできない・遠くに住んでいて管理なんかできない

などが挙げられるかと思います。などが挙げられるかと思います。

 《賃貸物件のメリット》 《賃貸物件のメリット》
　一方で、お持ちの物件を空き家のままにしているより、　一方で、お持ちの物件を空き家のままにしているより、

賃貸物件にすることのメリットもあります。賃貸物件にすることのメリットもあります。

・・

・家や敷地が管理され維持できる（管理不全な空き家とならない）・家や敷地が管理され維持できる（管理不全な空き家とならない）

・池田町外に住民票がある場合、町内の空き家に課税される家屋敷課税年額・池田町外に住民票がある場合、町内の空き家に課税される家屋敷課税年額

　4,500円が非課税となる（諸条件あり）。　4,500円が非課税となる（諸条件あり）。

空き家所有者のみなさまへ　空き家所有者のみなさまへ　 総務課 移住定住係から総務課 移住定住係から
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【
問
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

《解決策というわけではありませんが・・》《解決策というわけではありませんが・・》
　正直、私たちの係でも、現時点で賃貸物件を増やす対策や諸問題の解決方法　正直、私たちの係でも、現時点で賃貸物件を増やす対策や諸問題の解決方法

が明確にあるわけではありません（不動産業者と共に模索はしています）。それが明確にあるわけではありません（不動産業者と共に模索はしています）。それ

でも、以下のいくつかのことはお伝えできます。でも、以下のいくつかのことはお伝えできます。

・池田町空き家バンク制度では、・池田町空き家バンク制度では、役場と不動産業者が連携して取り組んでいまして取り組んでいま

す。「不動産のプロ」と一緒に、賃貸の可能性を探ってみませんか？（もちろす。「不動産のプロ」と一緒に、賃貸の可能性を探ってみませんか？（もちろ

ん売却も）。ん売却も）。

・・ では、登録物件の賃貸借契約締結後、では、登録物件の賃貸借契約締結後、

大 50万円、片付け等の整備事業に最大 30万円の補助金の申請が可能です。の申請が可能です。

・賃貸の管理（入居者との連絡調整や家賃回収など）を、・賃貸の管理（入居者との連絡調整や家賃回収など）を、

することも場合によっては可能です（諸条件あり）。することも場合によっては可能です（諸条件あり）。

《最後に》《最後に》
　建物の状態や権利関係などによっては、すべての物件が賃貸物件の対象（空き　建物の状態や権利関係などによっては、すべての物件が賃貸物件の対象（空き

家バンク登録物件）となるわけではありませんが、少しでも移住希望者のニーズ家バンク登録物件）となるわけではありませんが、少しでも移住希望者のニーズ

にこたえていきたいと思います。にこたえていきたいと思います。

します。します。 も課題となっています。も課題となっています。

　少しでもお持ちの物件で賃貸を考えている方（もちろん売却も）、役場移住定

この町の課題解決に向け、一緒に取り組んでいこの町の課題解決に向け、一緒に取り組んでい

きましょう！きましょう！
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地球温暖化防止　経費削減のため　地球温暖化防止　経費削減のため　
もえるごみ 50％削減を目指しましょうもえるごみ 50％削減を目指しましょう

　

今
年
の
４
月
か
ら
ご
み
収
集
業
者
が
株
式
会
社

Ｇ
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
各
集
積
所
の
収
集
時
間
が
以
前
と
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に

集
積
所
に
出
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
収
集
ル
ー
ト
の
都
合
上
、
集
積
所
に
よ
っ

て
は
収
集
が
午
後
に
な
る
地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
当
町
か
ら
排
出
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
・
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
組
成
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

組
成
調
査
と
は
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
ど
の

よ
う
な
種
類
の
ご
み
が
、
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
含

ま
れ
て
い
る
か
、
そ
の
割
合
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
で
す
。

　

今
回
の
組
成
調
査
で
は
、
全
体
の
約
92
％
は
適
切

に
分
別
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
方
で
、
残
り
の
約
８
％
に
は
分
別
が

不
十
分
な
状
態
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
に
は
懐
中
電
灯
や
割
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
ミ
ラ
ー

な
ど
の
危
険
物
が
あ
り
ま
し
た
。
火
災
や
ケ
ガ
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
適
切
な
分
別
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
あ
っ
て
も
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

や
蛍
光
ペ
ン
の
イ
ン
ク
が
残
っ
て
い
る
物
や
、
ビ

ニ
ー
ル
紐
な
ど
を
伸
ば
し
た
状
態
で
長
さ
が
50
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
は
、
「
も
え
る
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
な
ど
の
容
器
に

は
、「
紙
製
容
器
包
装
」

の
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
の

で
、
そ
の
容
器
に
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
マ
ー
ク
」

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
課　

環
境
係　

　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

ごご
み
出
し
は
朝

み
出
し
は
朝
８８
時
ま
で
に

時
ま
で
に

おお
願
い
し
ま
す
！

願
い
し
ま
す
！

組
成
調
査
に
つ
い
て

組
成
調
査
に
つ
い
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
・

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
出
せ
な
い
物

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
出
せ
な
い
物

《
日
時
》
（
予
備
日　

翌
日
）

　

10
月
４
日
（
土
）
午
前
７
時
〜
９
時

《
作
業
内
容
》

　

い
く
つ
か
の
例
を
記
載
し
ま
す
。
他
に
も

各
々
の
ア
イ
デ
ア
で
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

・
県
道
歩
道
の
除
草
、
特
定
外
来
植
物
の
駆

除
、
町
道
の
除
草
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
清

掃
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
環
境
整

備
《
注
意
事
項
》

・
「
道
路
の
除
草
」

は
車
道
に
は
出
な

い
よ
う
に
注
意

し
、
刈
払
機
を
使

用
す
る
場
合
は
、

飛
び
石
対
策
を
万

全
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
除
草
し
た
草
は
適
切
な
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
特
定
外
来
植
物
は
、
も
え
る
ご
み
と
し
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
駆
除
に
取
り
組
む

自
治
会
に
は
後
日
も
え
る
ご
み
袋
を
配
布

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課　

環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
行
動
デ
ー
に

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
行
動
デ
ー
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

町全体が“ビューポイント”になるように、町全体が“ビューポイント”になるように、
ご近所で声を掛けあって私たちの「美しいまち」を保ちましょうご近所で声を掛けあって私たちの「美しいまち」を保ちましょう
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平
本
研
一
さ
ん
（
滝
沢
）
の

描
い
た
「
ア
ル
プ
ス
公
園
花

園
」
（
油
彩
30
）
を
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
ホ
ー

ル
に
て
展
示
し
ま
す
。

　

作
者
の
「
鑑
賞
さ
れ
た
方
が

ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に
な
れ

た
ら
」
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た

絵
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

展
示
期
間
は
10
月
31
日
ま
で

で
す
。

　

７
月
９
日
・
10
日
に
池
田
松
川
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
見
学
・
試
食
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要

説
明
、
給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
給
食
が

出
来
る
ま
で
の
様
子
や
食
育
に
つ
い

て
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
で
あ
り
が
た
い
」
「
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
、
北
ア
ル
プ
ス

展
望
美
術
館
で
開
催
し
ま
し

た
企
画
展
「
ダ
ヤ
ン
と
森
の

ス
ケ
ッ
チ
展
」
の
作
者
・
池

田
あ
き
こ
さ
ん
か
ら
、
町
内

の
保
育
園
・
小
中
学
校
に
合

計
50
冊
の
絵
本
や
文
庫
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
書
籍
は
、
読

み
聞
か
せ
や
各
校
図
書
館
で

の
貸
し
出
し
な
ど
に
活
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

７
月
22
日
、
池
田
町
ス

ポ
ー
ツ
協
会
社
交
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
か
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー 

か
え
で
に
ス
タ
ン
ド
型
扇
風

機
２
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
扇
風
機
は
、

交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
利
用

の
際
に
、
ご
自
由
に
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。

　

河こ
う
の野

恆ひ
さ
しさ

ん
（
三
丁
目
）
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
６
月

28
日
に
開
催
し
た
「
第
41
回
て
る
て
る
坊
主
童
謡
ま
つ

り
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
部
門
を
録
画
・
編
集
し
た
記
録
映

像
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歌
や
演
奏
の
様
子
が
生
き
生
き
と
映
し
出
さ
れ
、
当

日
の
記
憶
が
リ
ア
ル
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

童
謡
ま
つ
り
に
、
都
合
が
つ
か
ず
お
越
し
に
な
れ
な

か
っ
た
方
を
は
じ
め
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

今
年
の
童
謡
ま
つ
り
の
様
子
を
記
録
映
像
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

《
公
開
期
間
》

　

９
月
２
日
（
火
）
〜
令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

《
会　
　

場
》
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館

《
開
館
時
間
》
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

（
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）

【
問
合
せ
先
】
教
育
委
員
会　

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

第
4141
回
「
て
る
て
る
坊
主
童
謡
ま
つ
り
」

「
て
る
て
る
坊
主
童
謡
ま
つ
り
」

    
コ
ン
サ
ー
ト
部
門
の

コ
ン
サ
ー
ト
部
門
の

    

記
録
映
像
を
一
般
公
開

記
録
映
像
を
一
般
公
開

お
い
し
い
給
食
を

お
い
し
い
給
食
を

　
　

い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

い
た
だ
き
ま
し
た

絵
画
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
？

絵
画
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
？

猫
の
ダ
ヤ
ン
の
書
籍
を

猫
の
ダ
ヤ
ン
の
書
籍
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ス
タ
ン
ド
型
扇
風
機
を

ス
タ
ン
ド
型
扇
風
機
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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○
谷
口  

達
哉
さ
ん
（
松
本
工
高
３
年
）

《
参
加
大
会
》
自
転
車
競
技
大
会

《
結
果
》

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス　
　
　

１
位

　

チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト　

１
位

　

４
㎞
速
度
競
走　
　
　

１
位

　

ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス　
　

１
位

《
感
想
》
全
国
高
校
総
体
に
向
け
て
頑

張
り
ま
す
。

○
田
中  

颯
太
さ
ん
（
松
本
工
高
３
年
）

《
参
加
大
会
》
自
転
車
競
技
大
会

《
結
果
》
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス　

Ｄ
Ｎ
Ｆ

《
感
想
》
３
年
間
苦
楽
を
共
に
し
た
仲

間
と
家
族
に
感
謝
で
す
。

○
塩
原  

樹
さ
ん
（
松
商
学
園
高
３
年
）

《
参
加
大
会
》
陸
上
競
技
大
会

《
結
果
》
男
子
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

予
選
敗
退

《
感
想
》
大
き
な
舞
台
で
マ
イ
ル
リ
レ

―
を
走
れ
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
緊
張
も
あ
っ
た
け
ど
、
そ
れ

以
上
に
仲
間
と
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
こ
と

が
楽
し
く
て
最
後
ま
で
全
力
で
走
り

切
れ
ま
し
た
。

○
田
中  

香
葉
留
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
松
商
学
園
高
１
年
）

《
参
加
大
会
》

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会

《
結
果
》

　

女
子
学
校
対
抗　

１
位

　

女
子
49
㎏
級　
　

４
位

《
感
想
》
来
年
は
表
彰
台
に
立
て
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

○
馬
場  

流
星
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
大
町
岳
陽
高
３
年
）

《
参
加
大
会
》

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

《
結
果
》
学
校
対
抗　

初
戦
敗
退

《
感
想
》
初
戦
で
敗
退
で
し
た
が
、
ダ

ブ
ル
ス
を
１
試
合
取
る
こ
と
が
で
き

満
足
の
い
く
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

○
薄
井  

皓
太
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
大
町
岳
陽
高
３
年
）

《
参
加
大
会
》

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

《
結
果
》
学
校
対
抗　

初
戦
敗
退

《
感
想
》
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
戦
う
こ

と
が
で
き
、
み
ん
な
に
感
謝
し
た

い
。

◇
池
田
町
に
は
北
信
越
大
会
以
上
の
大

会
出
場
者
へ
の
報
奨
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
７
６
５
４

　

い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾
の
第
３

回
講
座
「
和
紙
で
作
る
七
夕
人
形
」
を

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
に
山
口
多
恵
子
さ
ん
（
南
台
）

を
迎
え
、
２
枚
の
和
紙
を
巧
み
に
使

い
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
織
姫
と
彦

星
の
七
夕
人
形
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
作
っ
た

人
形
を
七
夕
の
時
に
飾
り
た
い
」
や
、

「
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」

等
の
感
想
を
い
た

だ
き
、
江
戸
の
時

代
か
ら
続
く
松
本

地
方
の
文
化
に
触

れ
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

　

簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
を
基
本
と
し
た
呼
吸
で
心
身
共

に
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

《
日　

時
》　

９
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

《
参
加
費
》　

７
０
０
円

《
持
ち
物
》　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
飲
み
物

《
定　

員
》　

20
人

　

月
毎
決
め
た
テ
ー
マ
で
の
身
体
作
り
を
し
、
心
を
癒
し

ま
し
ょ
う
。

《
日　

時
》　

９
月
17
日
（
水
）
午
前
11
時
〜
正
午

《
参
加
費
》　

７
０
０
円

《
持
ち
物
》　

飲
み
物

《
定　

員
》　

20
人

　

こ
の
機
会
に
、
初
心
者
で
も
簡
単
に
出
来
る
パ
ン
作
り

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

《
日　

時
》　

９
月
９
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

《
参
加
費
》　

７
０
０
円　

《
持
ち
物
》　

エ
プ
ロ
ン
・
飲
み
物
・
持
ち
帰
り
容
器　

《
定　

員
》　

12
人

《
日　

程
》　

９
月
18
日
（
木
）
、
９
月
19
日
（
金
）

【
問
合
せ
先
】
池
田
町
創
造
館　

℡
（
６
２
）
６
０
６
５

公
民
館

公
民
館

  

「
い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾
」

「
い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾
」

総
合
体
育
館

総
合
体
育
館

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

出
場
選
手
の
声

出
場
選
手
の
声

創
造
館
だ
よ
り

創
造
館
だ
よ
り

太
極
拳
教
室

太
極
拳
教
室

ヨ
ガ
教
室

ヨ
ガ
教
室

第
３
回
は
じ
め
て
の
パ
ン
作
り
教
室

第
３
回
は
じ
め
て
の
パ
ン
作
り
教
室

毎
月
２
回
の
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー
開
催
中

毎
月
２
回
の
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー
開
催
中
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【
問
合
せ
先
】北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

当
館
で
は
、
２
０
０
４
年
（
平
成
16

年
）
か
ら
キ
ル
ト
作
品
展
を
開
催
し
、

現
在
の
公
募
展
形
式
を
２
０
０
９
年

（
平
成
21
年
）
か
ら
採
用
、
今
回
で
17

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

キ
ル
ト
作
家
・
ミ
シ
ン
刺
し
ゅ
う
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
野
沢
典
子
氏
に
審
査
員
を
お
願
い
し
、
精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
吉
田
サ
チ
子
氏
を
招
待
作
家
に
迎
え
ま
し
た
。

　

精
緻
で
多
彩
な
キ
ル
ト
作
品
の
数
々
を
、
作
者
の
一
針
一
針
に
込
め

ら
れ
た
想
い
と
共
に
展
示
し
ま
す
。

　

同
時
開
催
で
、
安
曇
野
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
安
曇
平
の
キ
ル
ト
愛
好

家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
展
示
も
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
関
連
イ
ベ
ン
ト
》
※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
９
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
〜　

野
沢
典
子
氏
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

・
９
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
・
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

野
沢
典
子
氏
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
会　
　

期
》　

９
月
６
日
（
土
）
〜
10
月
19
日
（
日
）

《
休
館
日
》　

月
曜
日
（
月
曜
祝
日
の
場
合
、
翌
火
曜
休
館
）

《
開
館
時
間
》　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

《
会　
　

場
》　

企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》　

一　

般
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生
４
５
０
円（
３
５
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　
　

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆９月の休館日　１・８・15・22・29・30 日
　　  　　　　　　　     （30日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

くまのおやこの
きょうはさかなつり

お⽶がもっと好きになる。
炊き⽅、⾷べ⽅、選び⽅

⼤奥の権⼒者  松島
－⽥沼意次と共に活躍した将軍の懐⼑－

畑  尚子  著
ミネルヴァ書房  刊

　松島は、九代将軍徳川家
重から十代家治の時代に大
奥を掌握した将軍付老女。
将軍たちを支えた知られざ
る権力者の実像に迫る。

エイミー・ヘスト  文
エリン・Ｅ．ステッド  絵

青山  南  訳
光村教育図書  刊

　釣りに行きたくなった親子の
くま。青いズボンをはき、黒い長
ぐつをはき、黄色いコートを着て、
準備はバッチリ！  と思ったら…？

柏木  智帆  著
技術評論社  刊

　お米についての基礎知識を
はじめ、誰でもできる「おいし
い炊き方」、「もっとおいしくす
る道具」の紹介など実践的な
ノウハウも満載。幸福なごは
ん時間を楽しみましょう！

その他の新着書
住まいの昭和図鑑　　　小泉和子
汚名　　　　　　　　和田はつ子
アラート　　　　　　　　真山仁
鋼鉄の城塞　　　　　　　伊東潤
ダークネス　　　　　　桐野夏生
玉響　　　　　　　　　　辻堂魁
ねこのいえで　　　　　高橋和枝
まきさんのソフトクリーム
　　　　　　　　　　柴田ケイコ

生命と時間のあいだ　　福岡伸一
「腹八分目」の生物学　小幡史明
君たちはなぜ、そんなことしてる
のか？　　　　　　　　　松原始
もしも君の町がガザだったら
　　　　　　　　　　　高橋真樹
文学は何の役に立つのか？
　　　　　　　　　　平野啓一郎
きょうりゅうゆうえんち
　　　　　　　やましたこうへい

翠⾬の⼈
伊与原 新 著
新潮社 刊

　戦前、女性が理系の教育
を受ける機会に恵まれない
時代から、科学の道を志し
た猿橋勝子。その生涯にわ
たる科学への情熱をよみが
えらせる長篇小説。

「
安
曇
野
キ
ル
ト
公
募
展
２
０
２
５
」
開
催
！

９
月
６
日
（
土
）
か
ら
10
月
19
日
（
日
）
ま
で

《Let's open the zip》
野沢　典子
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会
染
小
学
校
で
は
「
自
ら
う
ご
く

会
染
の
子
ど
も
」
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
掲
げ
、
子
ど
も
が
ま
ん
な
か

の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
一

学
期
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
活
動
の

一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

６
月
20
日
、
企
画
・
運
営
を
６
年

生
が
担
い
校
内
音
楽
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
緊
張
を
ほ
ぐ

す
た
め
の
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
、
会
場

全
体
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま

し
た
。
全
校
の
歌
は
、
有
志
で
構
成

さ
れ
て
い
る
「
歌
声
リ
ー
ダ
ー
」
が

練
習
の
ね
ら
い
や
練
習
方
法
を
考
え

て
全
校
音
楽
で
の
練
習
を
引
っ
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
各
学
年
の
演
奏

も
様
々
な

工
夫
が
あ

り
、
観
客

を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

１
年
生
は
全
校
か
ら
大
事
に
さ

れ
、
日
常
的
に
５
、
６
年
生
と
関
わ

り
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
池
田
保
育
園
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
の
際
に
は
、
普
段
し
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
を
小
さ
な
友
だ
ち

に
自
然
に
行
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
の
学
級
も
、
ク
ラ
ス
み
ん
な
で

決
め
た
作
物
を
畑
や
田
ん
ぼ
で
育
て

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
や
専
門
家
の
方
に
お
手
伝
い
い
た

だ
い
た
り
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し

て
、
お
い
し
く
た
く
さ
ん
収
穫
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
探
検
で
池
田
町
の
よ
さ
を
再

発
見
し
た
り
安
曇
養
護
学
校
と
の
交

流
で
多
様
な
見
方
・
考
え
方
を
学
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
自
分
の
思
い
や
考

え
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
し
、
互

い
の
違
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

会
染
小
学
校
で
は
、
協
働
社
会
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
学
び
の
主
人
公

と
な
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
学
校
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
に
会
い
に
き
て
く
だ
さ
い
。

会 染 小 学 校

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習

「
一
学
期
を
振
り
返
っ
て
」

「
一
学
期
を
振
り
返
っ
て
」

校
内
音
楽
会

校
内
音
楽
会

　

池
田
町
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
７
月
か

ら
振
興
課
農
政
係
有
害
鳥
獣
担
当
と
し
て
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
た
三
嶋
龍
世
と
申
し

ま
す
。

　

着
任
前
は
兵
庫
で
ク
ロ
ー
ラ
製
造
工
場
に
て

ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
の
業
務
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
々
は
充
実
し
て
い
ま
し
た
が
、
変
化
や
新

し
い
発
見
を
求
め
て
仕
事
を
辞
め
、
車
で
の
旅

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
旅
の
最
中
に
仲
良
く
な

っ
た
観
光
案
内
の
人
か
ら
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
現
状
を
知
り
有
害
鳥
獣
対
策
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
は
美
術
館
巡
り
が
好
き
な
の
で

す
が
、
池
田
町
は
た
く
さ
ん
の
美
術
館
に
囲
ま

れ
、
北
ア
ル
プ
ス
の
美
し
い
景
色
を
一
望
で
き

る
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
町

で
人
の
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
増
え
る
中
で
、
池
田
町

の
自
然
を
守
り
つ
つ
、
被
害
を
減
ら
せ
る
方
法

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
池

田
町
の
皆
さ
ん
が
鳥
獣
に
よ
る
被
害
で
受
け
る

ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
生
活
圏
に
お

け
る
鳥
獣
の
被
害
を
抑
え
、
よ
り
生
活
を
安

心
・
安
全
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
を
通
し
て
、
池
田
町

が
よ
り
良
い
町
と
な
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
、

自
分
自
身
も
池
田
町
を
よ
り
好
き
に
な
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
池
田
町
の
皆
さ

ん
が
、
少
し
で
も
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
苦
し
ま

な
い
よ
う
に
努
め
、
池
田
町
が
以
前
よ
り
も
良

く
な
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
る
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
阪
万
博
未
来
の
都
市
パ
ビ
リ
オ
ン
に
て

地
元
が
兵
庫
県
な
の
で
、
大
阪
万
博
へ
行
っ
て

来
ま
し
た
。

残
り
期
間
わ
ず
か
な
の
で
、
機
会
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
！ 三三み

し
ま

み
し
ま嶋嶋　　

龍龍
り
ゅ
う
せ
い

り
ゅ
う
せ
い世世

振
興
課

振
興
課

自
己
紹
介

自
己
紹
介

農
政
係

農
政
係

№ 117
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夏
山
の
記
憶
の
か
け
ら
高
瀬
川　

　
　
　
　

北
原　

幻
楽
（
一
丁
目
）

絵
日
傘
や
齢よ

わ
い

も
か
く
す
ハ
イ
ネ
ッ
ク　

　
　

降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

醜し
ゅ
う
ぶ
ん

聞
の
多
き
紙
面
や
梅つ

ゆ
じ
め

雨
湿
り　

　
　
　
　

荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

駐
在
所
の
軒
く
ろ
が
ね
の
風
鈴　

　
　
　
　

吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

朝
霧
や
長
靴
ぬ
ら
し
野
菜
採
る　

　
　
　
　

中
沢　

初
恵（
十
日
市
場
）

彼
の
峰
は
か
っ
て
登
り
し
山

や
ま
し
た
た滴

る　
　
　
　

矢
嶋
さ
ほ
子（
十
日
市
場
）

憂う

き
こ
と
の
一
つ
晴
れ
た
り
梅つ

ゆ
ゆ
や
け

雨
夕
焼　

　

横
山
さ
ゆ
み
（
林　

中
）

母
の
影
背そ

び
ら

に
負お

ひ
て
迎
へ
盆　

　
　
　
　
　

平
林　

昇　

（
林　

中
）

流
れ
落
つ
煩ぼ

ん
の
う悩

ひ
と
つ
滝
の
音　

　
　
　
　

薄
井　

保
丞
（
南　

台
）

湯ゆ

あ浴
み
あ
と
疾し

っ
そ
う走

涼
し
車
椅
子　

　
　
　
　

石
原　

孟　

（
南　

台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て

ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

11 月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品 1 点を
記入し、９月末日までに投稿してく
ださい。
作品には①地区名②氏名③電話番号
④中学生以下の方は学校名と学年を
明記してください。投稿多数の場合
は、選者により選考（10 句以内）
して掲載します。なお、選者により
語句の訂正等をさせていただく場合
がありますので、ご了承ください。

■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町総務課　総務係　
　℡ 62-3131　
　メール
　　soumu@town.ikeda.nagano.jp

　

ご
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
か
？
旅
館
や
ス
ー
パ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
一
般
の
住
宅
に
も
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
な
ぜ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
？　
　
　
　
　
　

Ａ
．
就
寝
時
間
等
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
っ

て
、
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
近
年
で
は
全
国
で
千
人
以
上
の
命
が

失
わ
れ
、
そ
の
う
ち
約
５
割
が
逃
げ
遅
れ
、
約

７
割
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
か

ら
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
増
加
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
こ
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
一
般
住
宅
に
も

義
務
づ
け
ら
れ
、
火
災
を
い
ち
早
く
感
知
し

「
警
報
ブ
ザ
ー
」
や
「
音
声
」
に
よ
り
知
ら
せ

避
難
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
お
い
て
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
た
場
合
と
設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
合
の
比
較
で
は
、
設
置
さ
れ
て
い

た
火
災
で
は
７
割
ほ
ど
死
者
数
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
設
置
箇
所
は
？

Ａ
．
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
住
宅
の
寝
室
や
階

段
等
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
台
所
か
ら
の
火
災
発
生
件
数
が
多
い
こ
と

か
ら
、
台
所
に
も
設
置
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
取
り
付
け
・
点
検
は
？

Ａ
．
電
池
式
や
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
る
際
に
は
「
専
門

の
資
格
」
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー

で
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
、
電
池
式
の
寿
命
は

約
10
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
定
期
的
に
作
動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取

り
付
け
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
南

部
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
ど
こ
で
購
入
す
れ
ば
よ
い
か
？

Ａ
．
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
防
災
業
者
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
押
し
売
り
が
あ
る
の
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
消
防
署
で
は
個
々
の
家

庭
へ
販
売
促
進
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

自
宅
に
設
置
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
も
設

置
さ
れ
て
い
る
か
、
設
置
さ
れ
て
い
た
ら
電
池

が
切
れ
て
い
な
い
か
を
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
家
族
の
命
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
に
、
早
期
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
０
１
１
９

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
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大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
「
人
権
特
設
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。

　

「
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
差
別
等
」
の
心
配

ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

《
日
時
》

　

９
月
５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

《
会
場
》

　

池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
相
談
担
当
者
》

　

人
権
擁
護
委
員

【
問
】
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
０
３
７
９

　

１
９
９
４
年
「
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

協
会
」（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
が
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
と
共
同
で
毎
年
９
月
21
日
を
「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
、
９
月
を
「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、

日
本
で
も
認
知
症
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
図
書
館
に
認
知
症
に
関
す
る
資

料
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
あ
づ

み
病
院
で
は
外
来
棟
２
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

に
て
認
知
症
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び

認
知
症
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
ご
家
族
や
友
人
同
士
、
地

域
の
仲
間
な
ど
と
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
、
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
―
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

少
人
数
で
も
開
催
で
き
ま
す
の
で
、
内
容
等

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
健
康
福
祉
課　

ふ
く
し
の
相
談
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
活
動
は
結
核
や
肺
が

ん
な
ど
の
胸
部
疾
患
を
な
く
し
健
康
で
明
る

い
社
会
を
目
指
す
募
金
活
動
で
す
。

《
期
間
》

　

９
月
１
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
火
）
ま
で

《
募
金
箱
設
置
場
所
》

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

※
募
金
箱
の
設
置
は
、
平
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

【
問
】
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
お
子
さ
ん
の
入
園
を

新
規
に
希
望
す
る
保
護
者
の
方
、
令
和
８
年

度
中
に
入
園
を
お
考
え
の
保
護
者
の
方
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》

　

10
月
１
日
（
水
）

　

１
回
目　

受
付　

午
前
９
時
15
分
〜

　
　
　
　
　

説
明　

午
前
９
時
30
分
〜

　

２
回
目　

受
付　

午
後
１
時
15
分
〜

　
　
　
　
　

説
明　

午
後
１
時
30
分
〜

※
１
回
目
２
回
目
共
に
内
容
は
同
じ
で
す
。

　

都
合
の
良
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
場
所
》

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

　

２
階　

い
こ
い
の
間
（
和
室
）

　

【
問
】
学
校
保
育
課　

学
校
保
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

　

請
求
に
関
す
る
受
付
・
相
談
を
県
の
専
用

窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

弁
護
士
が
無
料
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
支
給
対
象
》

　

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手
術
・
人
工

妊
娠
中
絶
等
を
受
け
た
本
人
と
そ
の
配
偶
者

《
支
給
額
》

①
補
償
金　

　

本
人
：
１
５
０
０
万
円

　

配
偶
者
：
５
０
０
万
円

（
本
人
・
配
偶
者
死
亡
の
場
合
は
そ
の
遺
族
）

②
優
生
手
術
等
一
時
金

　

本
人
：
３
２
０
万
円

③
人
口
妊
娠
中
絶
一
時
金

　

本
人
：
２
０
０
万
円

《
請
求
期
限
》

　

令
和
12
年
１
月
16
日

※
詳
細
は
左
記
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
受
付
・
相
談
窓
口
】

　

長
野
県
庁
（
本
館
４
階
）
旧
優
生
保
護
法

補
償
金
等
受
付
・
相
談
窓
口
（
健
康
福
祉
部

疾
病
・
感
染
症
対
策
課
）

《
受
付
時
間
》

　

平
日
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

℡　

０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
７
０

メ
ー
ル　

yu-sodan@
pref.nagano.lg.jp

（
専
用
）

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
活
動

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
活
動

  

旧
優
性
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術

旧
優
性
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術

を
受
け
た
方
等
に
対
す
る
補
償
金

を
受
け
た
方
等
に
対
す
る
補
償
金

「
人
権
特
設
相
談
所
」
開
設

「
人
権
特
設
相
談
所
」
開
設

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

  

認
定
こ
ど
も
園
等

認
定
こ
ど
も
園
等    

入
園
説
明
会

入
園
説
明
会
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内鎌もろこし1,500本  即完売内鎌もろこし1,500本  即完売
　

７
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
大
北
池
田
支
所
の

駐
車
場
で
、
池
田
町
観
光
協
会
主
催

「
内
鎌
も
ろ
こ
し
・
夏
野
菜
即
売
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
鎌
十
日
会
が
育
て
、
当
日
の
朝
に

収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
１
５
０
０
本

と
、
金
の
鈴
ま
ご
こ
ろ
会
に
よ
る
夏
野

菜
を
販
売
し
、
開
始
前
か
ら
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
購
入
数
の
制
限

を
設
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
30
分
ほ
ど

で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

大人気 !!大人気 !!

期　　日 医療機関名 電話番号

医　
　
　

科

7日（日） 　
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 市立大町総合病院 22-0415

14日（日） 　
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 野村クリニック 85-0085

15日（月・祝）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

21日（日） 　 
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 柿下クリニック 21-1230

23日（火・祝）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

28日（日） 　
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

■9月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

期　　日 行　事　名

6日（土） 第３回大北駅伝大会

14日（日） なんでもスポーツ体験会

26日（金） 池田小　地域公開参観日②

30日（火） 高瀬中　体育祭

※感染症等により中止となる場合があります。

■9月の主な行事

期　　日 店　　名 電話番号

6日（土） 　 （有）コーヨー住宅設備 62-3529

7日（日） 　 ルピナ中部工業（株） 070-6510-7288

13日（土） 　 （有）エヌ・ケイ設備工業 0263-83-2252

14日（日） 　 水野建設（株） 090-4602-2028

15日（月・祝）（有）下里組 62-9367

20日（土） 　 （株）信濃熱学 0263-88-5706

21日（日） 　 佐藤設備 62-5320

23日（火・祝） 安曇さく泉工業（株） 0263-72-4512

27日（土） 　 （有）一本木建設 22-8498

28日（日） 　 （株）ハイテム 0263-82-0271

■9月の上水道休日緊急当番店

■9月の納税等

■人の動き

診
療
時
間

■医　科　　午前9時  ～  午後5時

■歯　科　　午前9時  ～  正午 （要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時  ～  午後5時30分

国 保 税、 後 期 高 齢 ③ 　  【 納 期 限　9 月 30 日（ 火 ）】
※口座振替日は９月 26 日 ( 金 ) です。前日までに残高の確認をお願いします。

8月1日現在　（　）内は前月比
●人　口　9,061人（±0）
　　　男　4,391人（＋3）　 女　4,670人（－3）
●世帯数　4,114世帯（－2）   

期　　日 医療機関名 電話番号

歯　
　
　

科

7日（日） 　 横澤歯科医院 22-1343

14日（日） 　 青木歯科医院 62-9888

15日（月・祝） にこにこデンタルクリニック 23-5612

21日（日） 　 あづみ病院歯科口腔外科 61-1168

23日（火・祝） 平林歯科医院 22-1149

28日（日） 　 きらり歯科医院 62-0005

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬　
　
　

局

7日（日） 　 白樺薬局 62-0010

14日（日） 　
フロンティア薬局池田町店 61-4121

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

15日（月・祝） 松川とをしや薬局 61-1527

21日（日） 　 フロンティア薬局安曇野店 61-5500

23日（火・祝） 松川とをしや薬局 61-1527

28日（日） 　 内川薬局板取 62-9912
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７
月
26
日
、
池
田
ふ
る
さ
と

祭
り
「
池
田
あ
っ
ぱ
れ
」
が
交

流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
駐
車
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
雨
は
降
ら
ず
、
暑
い
中
で
の
開
催
で
し

た
が
、
約
４
０
０
０
人
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
売
店
コ
ー
ナ
ー
に
19
店
が
出
店
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
部
で
は
、
高
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
松
竹

芸
能
の
芸
人
「
駆
け
抜
け
て
軽
ト
ラ
」
の
お
笑
い
ラ
イ

ブ
、
福
ま
き
、
ニ
ュ
ー
ス
リ
ー
シ
ャ
ー
プ
ス
ラ
イ
ブ
、

練
り
こ
み
太
鼓
、
ふ
る
さ
と
音
頭
、
豪
華
景
品
が
当
た

る
大
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
笑
い
ラ
イ
ブ
に
出
演
し
た
「
駆
け
抜
け
て
軽
ト

ラ
」
は
コ
ン
ビ
に
よ
る
活
動
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
最
後

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
会
場
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
で
盛
り
上
げ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ

演
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
福
ま
き
で
は
、
駆
け
抜
け
て
軽
ト
ラ
に
ち
な

ん
で
、
軽
ト
ラ
の
荷
台
か
ら
福
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

中
に
は
番
号
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
お
餅
が
あ
り
、
番
号

に
応
じ
た
景
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ふ
る
さ
と
音
頭
で
は
、
池
田
リ
ズ
ム
体
操
の
皆

さ
ん
と
池
田
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
踊

り
を
参
考
に
、
来
場
者
の
自
主
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
を
飾
っ
た
大
抽
選
会
は
、
今
年
町
制
施

行
１
１
０
周
年
・
合
併
70
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
例
年

以
上
の
豪
華
景
品
を
用
意
し
、
会
場
も
大
盛
り
上
が
り

で
し
た
。

池
田
あ
っ
ぱ
れ

池
田
あ
っ
ぱ
れ

　　

    

盛
大
に
開
催

盛
大
に
開
催

　７月31日、「こども夏フェ
スタ２０２５」を総合福祉セ
ンターやすらぎの郷で開催し
ました。当日は、大勢の親子
が来場し、楽しむ様子が見ら
れました。

広報いけだ 16


